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要約
自己の行動、感情、心身の状態などを自律的に統制・調整する心的機能を、心理学では
「自己制御Jという。「導入的エッセイ法」にもとづいて回答された記述データを、定量
的に分類・分析した前回の報告(田中、 1996)につづく研究として、青年期にあるひとの
自己調節の諸様相と環境的「場j を解明する目的で、資料の定性的な再分析を行った。ま
ず「自分の家Jを選んだ記述のなかから48例を選択し、その理由、状況、心的状態につい
て、定性的な分類整理を行い、実態が具体的に把握できるように試みた。つづ、いては、
ケース研究として、 30の記述を意識的に選んでオムニバス風に並べ、自己調節の諸様相と
環境心理的状況が全体のストーリーとして新鮮に感受できるように工夫したうえで、若干
の考察を加えた。
1.これまでの研究経過
他者の指示や強制によるのではなく、“自律的
に、自己の行動、感情、心身の状態などを統制な
いし調整する心的機能のこと"を、心理学では
「自己制御 Cself-regulation)Jと呼ぶ(柏木、
1995)。平常の表現を借りれば、“自分らしさへの
立ち直り"の過程、もっと積極的な場合には、
“自分らしさの建て直し"の作業にあたるであろ
うか(田中、 1996)。
青年期においては、自分らしさ、すなわちアイ
デンティティの確立それ自体が、精神的および身
体上の発達課題であるので、自己制御の体験は
日々自らを再構築する重要な機会であり、ひとに
よっては難事業である場合も少なくない。
事秋田県立大学総合科学教育研究センター
先の報告(田中、 1996)においては、青年期に
あるひとたちが、自己調節をどのような「場Jで
行い、実際にどのような気持ちに立て直されてい
くとイメージしているかを、全体的な傾向として
探ってみた。
研究手法としては、「導入的エッセイ法」と名
づけた新しい自由記述法を試みてみた。具体的に
は、筆者の担当する心理学系の授業のさなかに、
『好きな場所』という題でエッセイを書いてもら
う。好きな場所はどういうところか、どうして気
に入ったか、そこではどういう気持ちになるか、
どういうときにそうしたいと思うか、といった内
容を含むようにという点で、ふつうのエッセイ法
とはちがい“導入的"と称した所以である。その
意味と問題点などについての詳細には触れない。
回答者は、 6つの大学、短大の学生で、最終的に
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は257名(男101名、女156名)の資料について分
析を行った。
前報告では、結果の整理として定量的な分析を
行い、最初に「好きな場所」のタイプ分け分類を
試みた。回答者によっては複数の内容が記述され
ているケースがあるので、最終的に320例を拾っ
た。その結果、「部屋・家」と分類された「場J
は、全項目の31.6%で第 l位、「通り・町並み」
が15.0%で第2位、「自然jが11.2%で第3位、
「状況Jが8.8%で第4位、「公園Jが7.8%で第
5位、以下、「交通手段」が6.2%、「美術館・図
書館」が4.4%、「学校J4.1%とつづいた。
ひきつづいて、以上の320例の「場」におい
て、個々の回答者が、エッセイの主人公として他
者をどのように意識しているかについて分析して
みたところ、次の 4類型に分けて考えることが妥
当とされた。 I類は、「場」でひとりでいること
を意識している記述がなされている場合ないし物
理的状況がひとりであることを制限している場
合、 E類は、その「場Jが特定の他者との関連に
おいて意味をもっと考えられる場合、皿類は、他
者の存在がまったく関与していないか、類推でき
ない場合、 W類は、特定の他者の存在を前提とし
ている場合、ないしその「場Jへの愛着は特定の
他者が存在する可能性で成り立っているケースで
ある。 4グループの比率については、 I類は63.4
%、 E類は7.5%、E類は17.2%、IV類は11.9% 
という結果であった。
第三の定量的分析としては、気に入ったその環
境的「場Jにおいて、一体どういった気持ち、気
分、心理的状態になるとイメージしているかを抽
出し、 KJ法を用いて9カテゴリーに分類整理を
行った。
2.個人に焦点、を当てた定性的分析
前報告での末尾でも触れたことであるが、如何
に研究者側が意識的な“導入"を行ったとは言
え、『好きな場所』というエッセイを書いてほし
いと求めただけで、個々の内面の反映が一定程度
可能となったのは、やはり青年期独特の心理にも
とづくものであろう。したがって、定量的な分析
に終始してしまったのでは、その特性の一面しか
把握できないことになる。
そこで今回の続報では、まずはじめに、「好き
な場所j のタイプ分け分類を試みたとき、もっと
も多い回答項目であった「部屋・家Jに関して、
個々人の記述に焦点をあてて再整理を行ってみ
た。「部屋・家」に分類された101例の記述につい
て、その具体的な「好きな場所」、そこを選ん
だ、ないし行こうとすることについての「文脈、
理由、目的Jに関わる内容、その場所の「地理的
な状況ないし主観的状況」についての言及、それ
と、そこへ行ったときの「体験、気分Jや心的な
状態という 4カテゴリーを設定して再整理を実施
してみた。あくまで主旨は内容分析であるので、
「好きな場所」への言及は必然として、そのほか
の3カテゴリーのうち少なくとも 2カテゴリーに
ついては言及がある記述だけを選択していった。
その結果、全101例の記述のうち48例を無理のな
い程度に整理してみることが可能であった。各個
人の記述内容を損なわないようにしながら、各カ
テゴリーに関する要素的言及をできるだけ簡潔に
整理して一覧表にまとめたのが表 lである。
定性的な分析であるからには表 1の内容そのも
のが結果の報告ということになろうが、気づいた
点を二、三指摘してみる。「好きな場所」に対し
ては、全48例中36例は、自分の部屋、私のベッ
ド、ふとんの中など、確実に自分ひとりのパーソ
ナルスペースであることを示唆している。そう
いったひとりのスペースにおいて、次の「文脈、
理由」カテゴリーにおいて、自己制御に言及して
いるのは、控えめにみても全48例中30例はそれに
あたる。表 lは、個人単位で行われることが多い
ために目撃する機会がほとんどない、青年期にあ
るひとの自分らしさへの立ち直りのシーンを具体
的なイメージとしてよくあらわすものとなってい
るといえるであろう。
前報告でも指摘されたところであるが、青年期
心理の研究では、対人間関係の側面ばかりが強調
され(もっとも重要な要因であることは疑いもな
いが)、地理的、自然環境の直接的な役割やその
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表1 好きな場所が「自分の家・部屋Jである48例についての定性的分類
好きな場所 文脈、理由、目的 地理的および主観的状況 体験、気分
自家の自分 I(今は東京の方にいるからめったに帰る I2階だからながめもいい。向こうにはあ|ほっとする。のんびりしすぎてし
の部屋 |ことはないが)たまに帰ると |る山もみえるし、…夕日もよく見える。 Iまうくらいだ。
自分の部屋|わけもなく落ち込んだり、人との接触が 110畳くらいの広さの部屋の片隅にベッド|気分が落ち着いてくる。
の片隅 |わずらわしくなる;人の存在がうるさく|がおいである。四方をカーテンでかこ
て1人になりたいとき |み、昼でも暗いところになっている。
自分の部屋|誰にも気を使うこともなく;学校の課題|とても風通りが良く、日光もたくさん|気持ちがいいし、落ち着きます。
をやるにしても |入ってくるので 1 ;リラックスできます。
自分の部屋 l精神的に何かが生じた場合;誰に気兼ね精神的に自由になれる
することもなく自分の世界に没頭でき
実家の自分 12階にある 6畳;日ざしがいっぱい入っ!落ちつける。
の部屋 て暖かみがあって
地元の自分
の家の、自
分の部屋
(今の一人暮らしの部屋は何でもそろっ
いる)それが生活感がありすぎて、ここ
ではあまり考えられないなーと恩う;こ
こちょい孤独感がないなーという気分に
なる
廊下のイス|何も考えないでぽーと
何年もそこで生活していたし、日当たり|ため息が思いっきりつけるような
もよくて、風とおしもいいし |気持ち;なんにも考えなくてもい
いんだという気持ち;いくら泣い
ても平気なところ
うちの庭が見渡せる庭には昔よく|とても楽しい。;おちつく。
登った大きい石や背の高い木がいっぱい
あってネコがひざにいた
お布団の中|楽しい時も悲しい時も疲れている時もウ|フカフカで
トウトしている時もどんな時も;病気の
何かに感謝するような気持ちも生
まれます。;がんばるぞという希
望も生まれます。時も
自分の家; 1一つの課題がやっとの思いで終わった日|窓から庭の松や梅の木などがうじゃう|とても落ち着きます。;ほっとそ
私の部屋や!など 1じゃしげっていて鳥がたくさん飛んでい|ます。
リビング る
自分の部屋|好きなことはもちろんのこと、もの思い 1 (姉との二人部屋だけど)自分一人だけ|自分に素直になれるというか、気
にふけることも:何かつらいことがあっ|の時の自分の部屋 |持ちをオープンにすることができ
て泣いたり、ため息ついたりするのも る。
自分の家;1気分がよいとき(ベランダ気分がめ iよく風が吹いて、裏の林の縁が揺れてい|あったかくて居心地がよくて、自
ベランダ/1いったとき(自分の部屋時間の余裕|る;窓の外はくぬぎ林で枝に手が届きそ|分に危害を与えるものがない
自分の部屋|とやすらぎをもとめて |う;緑がみえる;鳥が巣をつくったこと
自分の部屋):外界と厳れた自分だけの空間をもつこと
ができる;外で嫌なことがあった時;泣
いたり、文句が言える;プライベートな
時間を過ごす
もあったいつも)ネコをつれて
心も安らぎ、明日の自分をどうし
ていこうと考えることができるの
だ。
私のベッド|いろいろな人の顔が浮かぶ、そして消え I(長い間一緒に暮らしてきた〉私の大切|とてもおちつき、やすらぎ、安心
る;世相を考える ;CDを聞きながら本|なラスカルとキャメルがいる。 1して;次の朝、元気になってとび
ゃ雑誌を見る 起きる。
(自宅の) 1日光が気持ちよく当たっている
屋上
ラッキー(犬)と一緒にいることが好|気持ち良い。;ゆったりとした気
き。鳥たちが飛んで来たりもする。 1分になって生活から解放された時
聞になるの。
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表1 好きな場所が「自分の家・部屋」である48例についての定性的分類(つづき 1) 
好きな場所 文脈、理由、目的 地理的および主観的状況 体験、気分
自分の部屋|落ち込んだ時、誰とも話したくない時、 無心になれる
自分の周りにおこる全てのことがいやに
なった時、ゆっくり物事を考えたい時、
自分自身がいやになった時
自分の部屋絵の具や紙でちらかったおせじでもキレ|気持ちが良い。
イといえない部屋キレイに片付けた
部屋を)わざわざ本を出してみたりCD
を広げてみたり意味のない行動をとる;
自分の家;I最近引っ越した。前は一人暮らしで、最|和室と洋室、四畳半の台所だけの質素な|ゅううつにならない、ステキな家
アパート |近よくみかけるようなおしゃれさんなア|ものだ。妹と暮らしていて、私の部屋は|だ。
パートに住んでいた。日もあたらず最低|和室の方で大きな窓が東南に向かってい
な住みごこちだった。短気、病弱になっ|る。いかにも昼のドラマで駆け落ちした
ていった(気がして)。強盗には入ら|二人が住むようなダサイ部屋
れ、ノイローゼにはなるし
自分のベッ|一日が終わってあとは眠ることができる安心感;開放感をじっくり楽しむ
ド I ;家族が私にかかわってこない;自分の
空想にふけることができる場所
自分のべッ I(公園にいけない)雨の降ったとき
ド
タオルケット(やわらかいフトンでも l心から安らぎをあたえられます。
可)が一枚と、音楽(今はオカリナの音
色に凝っています)があると
自分の部屋 他人からの働きかけが希薄なとこ吋i昼間窓を少山て |日せと思う。;わずらわしさ
;窓際のべ れこれ考えている、という状態が保てる がない。
ッド 場所なら良いということか。
自分の部屋 外に出るとやっぱり構えてしまうところ 自分の好きなように家具を並べて自分だ|自由に楽に過ごせる
があり、どこか緊張している けの空間がある
自分の部屋 前の日に友だちの下宿で遊んで徹夜した 晴れていて暑くもなく寒くもなく風とか|幸せな気持ちになります。
のベッド 次の日ということが多い が入ってくると
わが家のリ 何より家族が集まるので 色調がおちつく(家具は全て民芸調の|ボーとするのが気持ちいい。
ビング シブい色ばかりで一見重〈見えるソ
ファのスワリごこちが大変好き
自宅 |自分の一種世界ーベ判断の趣味…家ーカう鞘|自分カ一番自分らしく冷静にい
があるから 論ゃくだらない冗談がとても居心地良くられる
思える。
自分の部屋 本当日山鳩山す;誰に|冷取入れても全然きかない Iくつろぐ
のロフトの も見られないし、来ることもないだろう
上 し
臨時イ 1~-B~~~~~~~~~~~~Ghðl …-…る;晴れー|気持側一イス)ス; も雨が降っている日も(長イス)
自分の部屋 唯一自分だけで好きなように変えられる 窓が小さくて少し暗い部屋ですが、遠く|落ち着く(自分の部屋)
に大きな気が一本目立ってみえて気に入
っています(自分の部屋)一l私一 |気持ちが休まるのベッド える
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表1 好きな場所が「自分の家・部屋」である48例についての定性的分類(つづき 2)
好きな場所 文脈、理由、目的 地理的および主観的状況 体験、気分
家の中 |家族がいて個人のやりたいことをやってl外の景色が見える;植わっている柿の木|とてもくつろげる
いるけれど、一つのスペースを互いに共|や、紅葉に小鳥が時々さえずっているの
有しあっている |が見える
自分の家 |家から離れると どこに何があるのかわかっている;自分|安心するような、幸せなような気
の家のにおい;狭い自宅 |分
私の家の中|高校三年まで住んで、いた団地がとても狭|家の中で一番狭い場所
でグルニエ 1~、部屋だったので、どこか前に住んでい
た場所に共通するところがあって
自分の部屋|何も考えないで;その逆に考えことがあ|横になったり、座ったり
ベッド |るとき;たまに一人になる時間も必要
自分の部屋|誰もいない自分だけの空間
特にベッド
自分の家; 1家族が集まる;家族の人と話している
居間 |時間，楽しいことがあったときは笑った
り、悩んで、いるときは棺談しあったり、
ふざけあったり
布団の中/1ポーッとできたら
台所 |料理が好き;自分の世界がつくれる;自
由
自分の部屋|自分だけのものしか無い
ごろごろする;毎日の生活の場
自分の好きなように変えられる
懐かしく落ち着く
落ち着く
くつろげます
落ち着く
解放できてのびのびできる
にこにこする。;よいものである
安心できる
自分の部屋|いろいろと考えたりするとき 一番落ち着き冷静になれる
家族のいる|私自身が何の断絶感も感じず自分さえ知|土地感ではなくて心体が休める場所 |何の抵抗すら感じない
場所 !らない素の自分に帰してくれる
自分の部屋|いろんなことを考えたり;漫画読んだり|干したばかりのフトン;夜がよいが暗い|おちつけたり、よいようである。
のベッドの|本読んだり(音楽ききながらといやなので明かりはつけておく;壁に
上 枕寄りかけてベッドに対して了の字に寄
りかかって
自宅の居間|家の誰かがいるとき;誰もいなくても |家具とか照明が好きだから;家の中でー|エネルギーを生み出し充電する
番お金のかかっているところ
自家 家族全員と食事している時、ただもくも|家族だけの空間
くと食べているだけでいい
暖かさを味わえる、感じる
自分の部屋|いやなことを全て忘れる 夜、部屋の明かりをおとした状態;自分|とてもおちつきます。いい気分で
の気に入った音楽をかけ |おちつきます
自分の部屋|外出して身体や精神が疲れた時 ホッとします。
自分の部屋|彼女も帰り;じやまなものは何もない |午前2時ころの おちつく
自分の部屋|一日あった事を自分なりに消化できる時|一人暮らし(実家の自分の部屋よりも) Iその日の充実度がちがってくる。
間をもてる I ;とてもうれしい
自分の部屋|人に気を使う必要もなく、使われる必要|自分の空間を変えられる |のんびりできる
もなく
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表 1 好きな場所が「自分の家・部屋」である48例についての定性的分類(つづき 3) 
好きな場所 文脈、理由、目的 地理的および主観的状況 体験 気分
自分の部屋 一番自然な自分でいられ、他に干渉する 好きな音楽を聞いて 一番楽です
ような事がない
(自分の) その日にあったことなどを思い出しつつ 部屋いっぱいにCDをかけ、お風呂の戸 気持ちがいい
お風呂 また明日や遠い未来過去まで思い出すこ をあけてCDがきこえるようにして
と;最近では過去のことより未来(自分
の将来)や現存の自分の状態などを考え
ることが多い
自分の家 家族;裏表のない両親の愛情に包まれ育 おいしい空気と水、たくさんの緑;家の 多くの安らぎ;心が落ち着きま
った;両親のそばにいると嘘な気持ちな 前には田んぼ;かえるの大合唱;風が気 す。
どなくその場にいられます 持ち良く
--~< 
存在についてはあまり振り向かれることはなかっ
た。しかしながら、今回、整理の対象として残さ
れた回答者の記述には、その好ましい「場」にあ
るときの自然環境や身のまわりの状況について、
その積極的な役割を詳細に言及していることが少
なくなかった。表 lには、第三の「状況」カテゴ
リー欄を設定して、言及されている期日内容をで
きるだけ簡潔に整理してみた。それらは、光、空
気、風、緑、鳥など、窓からみえる景観と入って
くる刺激、室内光景に関する綿密で自己関与的な
記述、快適な皮膚感覚を引き起こす対象、音と音
楽など聴覚対象、におい、パートナーとしての動
物の存在などと多彩多様であり、たとえ、外見的
にはひとりでひきこもった状態にみえても、その
内実、彼/彼女の主観的な世界はけっこう豊富な
刺激にとりまかれていることが理解される。青年
期の健康なパーソナリティは、ときには人間関係
を一時的に留保して、こうした状況の「場」で自
然回復していくさまが、第4の「心理的状態」の
カテゴリーでの記述で確認できる。まさに“充足
による自分らしさへの立て直じ'の時間と空間の
みずみずしいイメージである。
3.ケース研究
前報告からここまでの問、全体的な傾向を導き
出すための“研究資料"として、回答者の記述内
容を断片に切り取り処理する作業を行ってきた。
しかしながら本当は、そのような処理を施すまで
もなく、回答者の個々の記述そのものが、研究目
的として知りたかった、青年期にあるひとの自己
制御の過程と環境的側面をイメージとしてよく伝
えているものである。生の表現そのままが貴重で
有用なものと考えるけれども、まさか全部を紹介
するわけにはいかないので、 30個の記述を選択し
たうえで、表2として掲載してみた。全エッセイ
を読みながら、結果的に最終選考まで残ったもの
は、必ずしも文章の構成力とか長さとか表現のう
まさということではなく、また最大公約数的な表
現を規準としたわけでもないことをはじめにお断
りしておく。あくまでも、個人の個性、ユニーク
さがあらわれている点を重視し、しかしエキセン
トリックであったり、現実不適応に傾いているも
のは避けた。つまり、オムニパスふうに30例全部
を通読していただくと回答者の記述の全体像がイ
メージされるように心がけたつもりである。個々
の記述については、できるだけ原文の漢字かなに
添ったはずであるが、明らかに漢字の当て字とわ
かる場合や、句読点の整理など多少読みやすく変
えであるところもある。固有の地名などは伏せた
ので、文中、“大学の"となっているようなとこ
ろは、元はその大学の略呼称名が当てられていた
ものがほとんどである。なお、個人が特定されな
いように配慮をしたうえでエッセイを転載する機
会もある旨、収集当時に全体的な許可を得ておい
た。以下、考察に代えて、表2の各記述について
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表2 30事例をオムニバス風に配置して「自己制御」と「場」の全体像を構成したもの
ケース 1 自分の部屋の自分のロフトの上も好きです。自分の部屋にいるときは、だいたいロフトの上にいます。
夏は冷房を入れても全然きかないのに、なんか誰にも見られないし、来ることもないだろうし、本当に一人になれ
る感じがします。くつろぐのはいつもロフトの上です。(18歳、女)
ケース2 自分の部屋の片隅に座る。 10畳くらいの広さの部屋の片隅にベッドがおいてある。四方をカーテンでか
こみ、昼でも暗いところになっている。わけもなく落ち込んだり、人との接触がわずわらしくなることがしばしば
ある。人の存在がうるさくて一人になりたいときに、そこへいくと気分が落ち着いてくる。音楽は、 60年代、 70年
代のフォークソングが流れている。落ち込んだときはこれに限る。そうすると、地の底まで落ち込み、あとは立ち
直るしかない。私が落ち込むとき、疲れるとき、悲しくなるときというのは、今の社会体制とか、自分自身の存在
に自信が持てなくなるとき。そんなとき、 60-70年代のフォークをききながらじっとしていると力がわいてくる。
この年代に生きていた人たちはどういう気持ちで、この歌をきいたのだろう、歌ったのだろうとか、社会体制から
ドロップアウトして生きていくエネルギーが私たちにはあるだろうかと考える。私は、自分自身の存在とか、生き
方とか考えるときはいつもこの片隅にいる。時には音楽が答えを教えてくれる。この場所は他の部屋からは隔離さ
れた異質の空間を持っている。この空間は何かを考える時のために作られた空間である。このまわりには何も置か
ない。とことん考えるしかない、考えることしかできない所にする。考えるのに疲れたら、後は寝るだけ。自がさ
めれば、立ち直っている。(19歳、女)
ケース3 私の好きな場所は自分の部屋です。やっぱり、自分が好きなように家具が並べて、自分だけの空間があ
るからです。誰からも干渉されない環境であり、自由に楽に過ごせるからです。部屋では、一人暮らしでも自分の
座る場所なども何となく決まったりしています。椅子よりも床に座ることなど、決まっていることがあります。そ
の中に他人が入ってくると、なぜか自分のいる場所が分からなくなることがあります。外に出るとやっぱり構えて
しまう所があり、どこか緊張していると思います。どんなに住み慣れた環境でも、そういうことはあると思いま
す。しかし、自分の家や部屋には構える所も緊張も自然となくなります。だから、一番落ち着く場所が私の好きな
場所だと考えます。落ち着く場所は誰からも干渉されない場所です。 (20歳、女)
ケース4 お布団の中がすきです。/お布団はフカフカで、変な話ですがお布団自体も自分で気持ち良いんではな
いかと思います。お布団は、私が楽しいときも、悲しいときも、疲れているときも、ウトウトしているときも、ど
んなときもやさしくむかえてくれます。病気のときも守ってくれます。受験勉強のときなんかは、眠くなるといつ
もお布団に呼ばれて、ついつい寝てしまいました。“ここに入ると気持ち良いんだヨオ、こっちにおいでよ"とお布
団が言っているような気がするんです。がんばって勉強やら課題やらしたときは、“よくがんばったネ、疲れた
でしょ。ゆっくり休みなさい"と言いますし、さぼって早く寝てしまったときは、“また明日やれば良いヨ、今日は
おつかれさま"と言うんです。まあ都合の良い話ですが、お布団に入ると“今日も一日無事に終わって良かった
ナー"と何かに感謝するような気持ちになれますし、“明日も(は)がんばるぞ"という希望も生まれます。お布団
に入ってウトウトする瞬間は誰でも幸せを感じる時なんじゃないでしょうか。がんばった一日から解放させてくれ
ます。当然眠くなったときに入るものですが、まあ寒いときにも入ったりします。/私はお布団のフカフカ感が好
きです。どういうときにそうしたいのか、と言われるても…眠いときとか、疲れているときとか、うれしいとき
も、まあいつも、夜になると(昼でも良いけれど)、ということです。 (21歳、女)
ケース 5 僕の好きな場所は自分の部屋です。しかも夜、部屋の明かりをおとした状態が好きです。そうすると、
まわりが静かなことがわかり、とてもおちつきます。そして、自分の気に入った音楽をかけ、何も考えないで部屋
にいると、いやなことが全て忘れられて、いい気分でおちつきます。 (20歳、男)
ケース 6 自分の部屋のベッドの上で、子したばかりのフトンがのつかってるともっとよい。しかも夜がよい。と
くに l時、 2特くらい。壁に枕寄りかけてベッドに対しT字型に寄りかかってマンガ読んだり(音楽ききながら)
しながら酒でも飲んでるとなおよい。でも暗いといやなので明かりはつけておく。最近は部屋とベランダの聞に寄
りかかって酒でも飲みながらタバコをすっているのもよい。 l時くらいがよく、音楽はかけなく車が3-5分に
2、3台ブロロロと通るとベストである。冬とか涼しいときが一番である。この二カ所がいろんなことを考えられ
たり、おちつけたりよいようである。 (21歳、男)
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ケース 7 落ち込んだとき、誰とも話したくないとき、自分の回りにおこる全てのことがいやになったとき、ゆっ
くり物事を考えたいとき、自分自身がいやになったとき、誰もいない所で、私がいてもいい所に行く。たいていは
自分の部屋になる。そこでは誰に対しでも何に対しても気を使わず、手足のばして横になれるのがいし、。外のよう
に、いつどこから人があらわれるか、人がいっきても平気な格好をして表情をしているかを心配する必要もなく無
心になれる。/人の声を開いていたいとき、だけど何も話したくないとき、一人でいるのが不安なとき、あまりご
みごみしてはいず、静かすぎず、そして、人がそれぞれにしている場所へいく。そんなときに行く所は大きな本屋
になる。たくさんの本と、多すぎず少なすぎず、焦りもせずのんびりしすぎていない人が、好きなことを考えてす
ごすのが好きだ。そうすると少し心が軽くなる。物事がうまくいかなかったり、失敗をしていらいらしているとき
に、そこから少し離れることもできるのがいい。 (20歳、女)
ケース8 私は図書館が好きだ。とくに限定すると午前中の、人が少ない時間に行くのが好きである。机に座って
決まった本を読むのはなく、書架の本を歩きながら適当に立ち止まっては本を手にとる。ひとりで何となくリラッ
クスできる空間がそこにはあると思う。孤独になれる空間といったところか。その孤独は、自分には返るべき場所
があって、そこには頼るべき家族や友人がいるという安心感があるからこそ、その中で落ち着けるのだろう。言い
換えると、本当は孤独ではないが、ひとりきりになることもできるという安心感がそこにあるのだ。ひとりではつ
まらないから誰かと一緒にいたいと恩う反面、誰とも関係せずひとりで自由にやりたいという自分勝手な気持ちが
そういう場所を求めているのだはないだろうか。(19歳、男)
ケース9 大学の図書館の2F。机が並べてあって広くて何もなくて(時計はある)見晴らしがいい。開放感があ
る。/人と話すのは好きだけど一日の内に何時聞かは一人にならないと疲れるので、学校で一人になりたいときは
ここに行く。ここだと人はいるけど静かなので疎外感もなく安心する。学食はひとりぼっちになっているような気
がしておちつかない。ここでボーっとするのが気持ちいい。 (22歳、女)
ケース10 家の近くの図書館。学校の図書館ではいけない。友達や知っている人たちがいると声をかけたりかけら
れたりして自分の行動に集中できない。見かけたけど話しかけるのが面倒だと思って知らないふりをしているのも
気が散ってしまう。家の近くの図書館となると知り合いがいなし、から、そんな心配もなく自由に選べ、座り込んだ
り思う存分楽しめる。そして必ずトイレに行きたくなる。どんなに便秘だろうが図書館にいくとでる。家の中だと
見たいTVが途中だからとか本の続きが見たいとか、他の人が待ってるんじゃないかとか、いろんな心配事があっ
て長々と座ってられないけど、図書館のトイレだったらあまり人が来ないし、ちゃんと紙もあるし、掃除はしであ
るし落ち着くのだ。なんだか図書館が好きでなく、図書館のトイレが好きになってしまうが(そうなんだけど)、
結局、時閣を制約されず自分の行動を他人に邪魔されない場所が好きなのだと思う。(19歳、女)
ケース1 世の中には好きな場所より嫌いな場所の方が圧倒的に多い。学校なんかは当然好きでないし、田舎なん
かも気が滅入って仕方ない。アベックが 1mおきに並んでる多摩川も嫌いだ(おちつかないじゃないか)。それ
と、『家族の声が聞こえる』実家も苦手。要は一人きりになれる空間が好き、ということです。例えば図書館とか
アトリエとか、いわゆる「私語厳禁」の場所。なんだそれってつまり人としゃべりたくないってことじゃないか。
でも私は人一倍おしゃべりですが。というか、人と一緒だと相手に気まずい思いをさせるのは…と思ってつい気を
まわしてしまう。しゃべってしまう。これは面倒でっかれます。かといって全く一人ぼっちがいいのかと言うとそ
ういう訳でもない。周りに人の気配がしないのは世の中から取り残されたようで心許ないですから。そういうとき
には都心を走る電車とかタクシーに乗ります。しかも夜に、昼間じゃなくて。ビルの窓から働いている人(たいて
い残業)が見えるとホッとしたり、会社員の愚痴とかも妙にいとおしく思えるもんです。自分と関係ない人達だけ
ど。 (21歳、女)
ケース12 私は喫茶底の窓際の席が好きだ。とくに大都会の人があくせく働く所の方がサイコウである。別に豪華
なサテンでなくてもいい。マクドナルドでもいい。自分がのんびりコーヒーを飲んだりして、窓から人があくせく
働いているのをボーっと見るのがサイコーである。とくに上から人を見下ろしているときは私はくつろいでリラッ
クスしながら見ているので、仙人とか神様とかになった気分になる。ここで嫌なのが、自分で知った人を見たとき
だ。一気に体はそこにあっても気はあせって、気だけでも上から見下ろす雑踏の中へ行ってしまうからだ。優越感
でもないけど、しばらくそういう気分を味わい、雑踏、人混みをながめ、それらがもっと統一されるとき、私はそ
こから出ょうとするのだ。 (20歳、男)
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表2 30事例をオムニパス風に配置して「自己制御Jと「場」の全体像を構成したもの(つづき 2) 
ケース13 私のすきな場所と言われでも、私は具体的な場所を思いつかない。その代わりに、その場所にいるとき
に見えるもの、触れるもののイメージが思い浮かぶ。そのイメージとは具体的に言うと、床や壁であるような気が
する。コンクリートの固い汚い壁を背中に感じる場所、それに似た冷たい床を足の裏に感じられる場所がいいので
ある。そして、そこに私はしゃがんでいるとき、一番その“場所"を心地よく思うのである。/背中に壁を感じる
ということはつまり、自分の後ろには誰もいない、何もないということなのだと思う。あるものは全て、いる人も
全て自分からある程度の距離を持っていてくれると良い。というのは、それらのものや人を私が自分の視界の中に
無理せずとも入れることができるという理由である。/床に近いところに自分がいる(しゃがんでいる、というこ
と)と、自分が床や壁といった“閉む"物の一部になったように感じる。自分よりも前にいる人々をただ“囲む"
物として傍観できる。彼らと自分がきっちり区別されることもまた、私にとっては重要なことなのだと思う。人々
という集団を遠くから観察する。自分は決してその集団の一部にはならず、彼らの姿を傍観し批判し、ときにはう
らやましがる…というのが、私のおちつく状態なのだと思う。(19歳、女)
ケース14 最も好きな場所は電車の中である。午前でも午後でもそれぞれ光、風景の面白さなどあるが、乗り込む
時刻はいつでも良い。乗客は少しチラつく程度。車内の位置は連結部のあたりの4人掛けの所。その中でも入り口
から離れた隅がベストである。電車の震動がまるで心臓の鼓動のように響くからきっとおちつくのだと思う。一人
で地下鉄に乗るのが一番気持ちがやすらぐ。イライラしているとき、精神が混乱しているときはそれをおさえ、色
々思考する場として役立つし、気持ちが明るいとき、テンションが上がっているときなどは、誰に干渉されるまで
もなく自分なりの勝手な計画などを立てることができる有効な場所となる。人に邪魔されることなく思考できる場
として喫茶!苫も好きな場所である。近頃は行かなくなったが、将来に対する不安が常につきまとっていた浪人時
代、毎日のように行っていた。喫茶庄でくつろぐことを目的に行くときはたいてい精神的ショックを受けたとか、
やたら不安だとかいった状態である。一人でいたいが人と接したくないからそういった場へ行きたがるのだろう。
(20歳、女)
ケース15 夜、最寄り駅から自宅までの帰り道です。ニュータウンなので団地ばかりのくねくねした路地、公園を
つつきったり、道なき茂みを行ったり、けっこう暗いけど周りは家ばかりなので安心して閥歩できる。静かに自分
のことを考えたいときや、でも、居ても立ってもいられない反省の気分のとき、この道はとてもおだやかに私に考
える時聞をくれるのです。そこを歩くときの私は、やはりとても変な人になっているにちがいないと思われます。
少し疲れもあってよたってるし、周りを少しも気にしないでガシガシ歩くときも。タバコをくゆらしながらもよく
歩きます。これを歩き終わらなきゃウチに帰れないってゅう迫られた状態でもあるけど、でも大好きな道です。あ
まり景色に注意して歩くわけではありませんけど、星が見えると幸せになれます。 (20歳、女)
ケース16 好きな場所は、ゲームセンターとパチンコ屋。あのちょっと堕落したような不健康な空気の方が好きで
す。さわやかな公園でキャッチボールなどをしているとウソついているみたいであまり居心地良くないです。パチ
ンコ屋もゲームセンターもズラズラと人が並んで単なるモノに熱中している様は面白い。両方とも好きな空間です
が、落ち着ける場所ではないです。自分のテンションが低いときによく行きましたが、もっと低くなるときもあり
ます。人付き合いを面倒くさいと思う傾向があるので、人のつながりはないけど人のいる場所に行きたくなりま
す。 (22歳、男)
ケース17 エレベーターに乗り 4Fまでのぼると、ドリンク代を払い庖内に入る。コインロッカーにリュックを入
れ、小銭やタバコをポケットに入れる。庖内は薄暗く、タバコの煙でくもっている。大音響で音が体にひびいてく
る。底内に入るとドキドキ興奮する。しばらくすると庖で友達になった人と再会する。いろいろな話をする。知ら
ないことを教えてもらったり、パカなギャグを言って笑ったりする。学校の友達と違って趣味の似ている人達が集
まっているので、みんなきさくで話しやすい。調子よくお酒が入るととても気持ちが良くなり、ブルーな気持ちも
はれる。気持ちが普通のときでも楽しい。早朝4時30分閉店の時間頃になると帰りはじめる人も増える。開底、庖
内が明るくなる。床にはすいがらやちらしがたくさん落ちている。庖を出ると冬ならまだ夜中のように暗く、夏だ
と涼しくて気持ちょい。空気がとても気持ちいい。まだ午前5時なのに人が多いことにおどろく。友達とタクシー
に乗り、近くのファミリーレストランで始発を待つ。ストレスを出しきった、という満ち足りた気持ちになる。電
車の中では眠いはずなのに興奮してねむれない。 (21歳、女)
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ケース18 必ず誰かがいる家、または帰るべき家があるとした上で。/夜、 1人で走る多摩川の府中サイクリング
ロードが好きです。時期は寒い時期ではないことが条件で。誰も人がいなくて鼻歌(?)でも歌いながらのんびり
と考えごとをしながら走るのはいいです。あの場所で自転車にのっているのは気分がいいです。昼は人が沢山いる
のでだめですが、人もいなくて(嵐が吹いていないといけない)風が心地いいくらいがいい。/たぶん、今、この
夜の多摩川と同じように好きな場所は、大学の山越え道を入って月見の丘に行く道のような気がします。/誰にも
邪魔されない所が好きかもしれない。夜、気温が低くなければ、出歩くのも好きです(決してネオン街ではない)。
よく高校生にまちがわれてつかまりそうになったり、なんばにあったりしますが。夜、誰もいなそうな場所ならど
こでもいいです。 (21歳、女)
ケース19 疲れたとき、考えがまとまらなくってイライラしてるとき、すっきりしたいときにすごく広くて自然の
あふれでいる所にボーッと座っているのが好きです。例えば海や公園、大学の周辺のような空き地で、私の知って
いる人は誰もいなくて、空は晴れていて鳥の鳴き声とか風の音とかが少し遠くで聞こえるような、まったく静かで
はない場所が望ましいです。とくに夕方から夜になる頃で、春や秋のあたたかい日に、このような場所にいると一
番気持ちがいいです。こうすることが好きな理由には、私が一番好きなことに空をながめることがあるからです。
夜空もいいし、雲があるのもないのも、空を見てるとおちつくからです。これをするのに一番よい所が、前にある
ような場所です。こういう所にいるとイメージもわいてくるし、悩みもなくなって自分の作品にも良い影響があら
われます。何週間かに一度はこのような時閣を過ごしてます。 (20歳、女)
ケース20 今、私の頭の中で相当する所をさがしていた。とっさに頭に浮かんだ場所が一つみつかった。今まで気
がつかなかったけれどそこの場所が私の好きな場所なんだということを…。そこには年に3回程度行ったりする。
そしていつも決まって夕焼けが美しい日の夕方に出かけていく。日々の生活に行きづまりを感じると出かけてい
く。川のほとりにあるグランドから川をながめている。ただぽうとながめている。ときには尾崎豊の曲をヘッドホ
ンで間きながら、また上を目指そうと手にぐっと力を入れる。川の流れは様身な物をのみこみ、ちっぽけな事を考
えている自分がまたちっぽけに見えてくる。この広大な川の流れと森林を遠くからながめていると、ちいさい自分
がまた見えて、やらなきゃいけない事が見えてくる。都会に流されている人々、その中に居る自分もまた流されて
いるように感じる。そして、この大切な場所でまた自分をとり戻す。 (21歳、男)
ケース21 私は高いところが好きです。例えばピルの屋上とか山の頂上とか東京タワーとか…。いつの頃からか一
人で考え事をしたいときや悲しいときは高い所を探していました。そこで座って、あるいはゴロンと寝転がって、
空をゆっくり流れてし、く雲をずっと見ていたり、下に広がる街をみていたり、いつまでもその場にいるのです。陽
が出ていて明るい昼間は、こんなに大きく広い街の中では人や車は豆粒のようにちっぽけで、自分もその豆粒の中
のほんのひとりなんだなあと、悲しいことや悩んでいることもちっぽけなことなんだなあと、少しホッとし、暗く
なり家に明かりがつき、走る電車も光の線になるころは、あの家の中で家族が全員で食事しているのかなとか、電
車の中はサラリーマンのお父さんでいっぱいなのかとか、自分はとても幸せな家族がいるのだから(私の家は自慢
ではないけれど本当にいい家族なのです)、一人ではないということを思い、少しホッとするのです。だから私
は、秘密の高い場所と、誰もいない場所をいつも探しています。 (22歳、女)
ケース22 私は、自分の部屋にいるのが好きだ。なぜなら、外界と離れた自分だけの空間を持つことができる場所
だからである。自分の部屋ーそれは自分の感情を一番素直に出せる場所だと恩う。外で嫌なことがあったとき、他
人に言いたくても言えず心に押し込んでしまったとき、泣いたり文句が言える場所。それは心の通う気のあった友
達の前と(肉綴も?)、自分の部屋だと私は思う。自分の部屋がなかったら、悩んで解決することもなく、我慢ばか
りする毎日になってストレスがたまってしまうだろう。自分の部屋でプライベートな時閣を過ごすことによって、
心もやすらぎ、明日の自分をどうしていこうと考えることができるのだ。/もちろん、自分の部屋以外にも心の安
らぐ場所はほかにいっぱいある。私にとって海もその一つである。嫌な事があったときに海へ行って、はるか遠く
の地平線を見ると心が安らぐ。自分が悩んでいるのがひどくちっぽけに感じる。犬をつれて一緒に走っている人な
どを見て幸せな気持ちになる。そんな心の落ち着く良い場所である。/最後にひとつ。私の近所は山が多い。帰り
道に山の中で休むのが好きだ。山といっても、今では近所の人が光が家に射してこないと木々を切ってしまったの
で無惨な姿になっている。でも昔は、この山も私の心のやすらぎの場所だった。りすが出てきたり、地蔵が立って
いて、誰がやっているのかわからないのだが、いつも水と花が置いてある。嫌なことがあると地蔵によく祈ったも
のだ。また、夏の暑い日の帰り道、水筒にいれた麦茶を飲んで休んだりもした。/自分にとってお気に入りの場所
とはこんな具合に心の休まる、安らぐ場所なのだと思う (21歳、女)
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表2 30事例をオムニバス風に配置して「自己制御」と「場」の全体像を構成したもの(つづき4)
ケース23 学校へ行く。画が好きだからとか、将来のためとか、建て前はいろいろあるけど、別に学校が好きなわ
けじゃない。嫌いでもない。毎日、多少の緊張感と多少のなまけ心を持って学校へ行く。学校は疲れる。初めは大
きな夢を持っていた。それが最近うすれているのに気づく。/授業が終わったある日、ふと空き教室をのぞいてみ
た。教室の中は暗くて窓だけが明るく見えた。窓の外には木の葉がゆれていた。映画みたいだった。しばらくその
景色をながめて家へ帰った。/家へ帰った。一人ぐらし。狭い部屋。壁によりかかってテレビを見る。体育座り。
番組が終わる。テレビを消す。しばらくぼーっとしている。安らぎを感じる。明日から連休。/朝、目が覚める。
時計の針は正午をさしている。実家へ帰ろうかなと思う。電車を2回乗りついで3時間の旅。家へ帰ると犬が出迎
えてくれる。窓から外をながめる。隣の家。以前家の仕事場があった場所。子供の頃仕事場の押入の中が好きだっ
た。適当に湿っていて涼しくて培くなるまでいたものだった。今はもうないけれど。/母が結婚祝いにもらったオ
ルゴール時計、曲はチゴイネルワイゼ、ン。この曲を聴いているときは、どこにいても心がおちつく o なつかしい音
楽。/去年の夏、地元の友達と海に行った。浮き輪をつけて波間に浮かんでいるのが気持ちいい。水面をみている
のは気持ちいい。海でもJIでも水たまりでも。 (20歳、女)
ケース24 私の好きな場所。それは、外の景色が見える家の中。柱にもたれて廃れる所。庭に植わっている柿の木
や、紅葉に小鳥が時身さえずってくるのが見える所。そこに座ってただぼーっと空を見上げる。そんなひとときの
時間が私にとってとてもくつろげる時間。座っているそばに家族がいるときもある。それぞれ個人のやりたいこと
をやっている。けれど、一つのスペースをEいに共有し合っている。/晴れている日はとくに景色がさわやかです
がすがしい。気分も天気につられてよくなる。(19歳、女)
ケース25 私は自分の家が好き。なはずである。よく帰りたい!と思う。家のベランダではよく風が吹いて、裏の
林の緑がゆれているのが見えるし、ネコと一緒に昼寝もできる。とくに天気のいい日はマットレスをひいて、ネコ
をつれてベランダに行く。よく考えれば気分が良いときにそうしている気がする。逆に気分がめいっているときに
は自分の部屋で布団にくるまって考え事をする。そのうち眠くなってひたすら眠る。とにかく眠る。それでも私の
家での私の役目は、ある程度電話番ということになっているので、電話だけには反応する。あと、ネコが入りた
がっているのがわかったときは入れてやる。そのほかは何もせず眠っている。こうしていると、目が覚めたときに
「なんて役立たずな奴だろう」とか「なんて年寄りくさいJとか恩うのだが、その後に「やっぱり自分は若かっ
たJと思い直すのもしばしばで、なぜなら私の知っている年寄りというのはいつもせわしなく働いているもので、あ
るからであった。こうやって書いていくと、家に居るときは、ある程度の時間の余裕とやすらぎを求めて行動して
いるようだ。私の部屋の窓の外は、すぐくぬぎの林で、枝に手が届きそうである。緑が見える。安心する。時には
その枝に鳥が巣をつくったこともあった(嵐で巣も落ちてしまったけれど)。私にとってネコというのは、家族であ
り、友達であり、だから、けっきょく彼女(女の子です)と居るのはあまりにも当たり前のようになっているの
に、近所の人があまりに私と猫の関係をみて、私の親に「お宅の娘さんて…Jと持ちかけたこともあり、最近私が
異常なのかしらと考えてみたが、とにかく家の中、外を問わず、ネコが居る所は、私にとってお気に入りの場所で
あろう。とりあえず結果をまとめれば、私のお気に入りの場所は、なんか家が好きというより、あたたかくて、す
ぐに眠れる場所。それが外であっても内であってもかまわない。基本的にあったかくて居心地がよくて、ほかに自
分に危害を与えるものがない所が好きだから、たまたまいつも彼女といることが多くなったんだろう。 (20歳、
女)
ケース26 私が一番に好きな場所は自宅である。私の家は現在は5階にあるので、 62段目の階段を上った扉の前の
踊り場から玄関を入った家の全てが好きである。/一番好きな家の中でも、とくに好きな場所はほぼ定期的に変わ
づている。受験生の頃は、大きな箱に受験道具や絵の道具やら読みかけの本を入れて家の中をさまよっていた。ま
れに意外な所へ疲れて転がって居ると、考え事をしながら歩く父に踏まれたりする。なぜ自宅が好きなのかはよく
分からないが、多分家には自分の一種“世界"とでも云うべき環境が有るだろうからだと思う。/一人で家に居て
も家族と居ても、やはり自宅は自分がおさまるべき所だと感じる。家の中には自分の趣味に合った家具や、飛び交
う芸術論ゃくだらない冗談が、私にはとても居心地良く思える。自分が一番自分らしく冷静にいられる場所が自宅
なのかも知れない。自宅の居心地が良すぎることが社会問題になっているらしいが、私はやはり自宅が好きであ
る。ちなみに、外が嫌いな訳ではないし、引っ越せば引っ越し先もまた好きになるのである。(18歳、女)
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表2 30事例をオムニパス風に配置して「自己制御」と「場」の全体像を構成したもの(つづき 5)
ケー ス27 私の好きな場所は自分の家です。家の中でも家族が集まる居間です。どんなときでも家族の人と話して
いる時聞が一番落ち着くからです。楽しいときがあったときはそのことについて笑ったり、悩んでいるときは相談
し合ったりふざけ合ったりしています。最近は家族の人が忙しくなってきたので、そうじう時間があまりないので
さみしいです。(18歳、女)
ケー ス28 中学校のときの友人4人で会っている時間。それぞれが違う生活を送っているから話もおもしろい。自
分の身近ではないから話せる話もあるし、悩みも聞いてもらえる。この時間、空間が好きだ。(18歳、女)
ケー ス29 自宅で家族全員と食事をしているときの場がすき。何をするでもなく、何をしゃべるでもなく、ただも
くもくと食べているだけでいい。そんな雰囲気が何ともいえない。聞こえるのは箸と茶碗の音、食べている音、飲
み物を飲む音、ただそれだけ…。でも、ちゃんと心がわかる。父や母、祖父と祖母、弟の今何を言いたいのか、何
をしたいのか、今日は何があって明日何があるのか、そんなことが手にとるようにわかる。家族だけの空間、家族
だけのつながり、あたたかさ、そんなことが味わえる、感じることのできる場所。そんなところが好き (20歳、
男)
ケー ス30 好きな場所と聞かれて最初に頭に浮かんだところは生まれ育った自分の家でした。私は富士のふもとで
18年間過ごしました。おいしい空気と水、沢山の緑に固まれて伸び伸びと育った場所。私は多くの安らぎを感じま
す。家の前には田んぼがあり、 5月頃になると田植えが始まり、夏の夜には蛙の大合唱が響きわたる。この大合唱
は初めの頃は耳障りなうるさい音にしか聞こえないのですが、これは毎日の習慣になっていくと聞かないと眠りに
っけなくなるのです。まるで母親の子守歌のように…。風が気持ちよく感じられる秋頃になると刈り入れが始まり
ます。四季に合わせて移り変わっていく田んぼの姿を見ると今でもなぜだか心が落ちつきます。/また、生まれ
育った環境に加えて大切な安らぎはやはり家族です。裏表のない両親の愛情に包まれ育った私は父や母を尊敬して
います。特別に彼らが素晴らしい能力を持っていたわけではありません。人間として大切な気持ちを親子の関係で
教えてくれたということに感謝しています。だから、両親のそばにいると嘘な気持ちなどなくその場にいられま
す。 (20歳、女)
多少の説明を付け加えておくこととする。
ケース lは、「場Jとして「自分の部屋」を回
答したひとたちのなかの、あるタイプの一般的な
内容である o ひとりでいるだけではなく、狭い固
まれた空間に塾居したうえで安心する。ケース 2
においても、自分の部屋なのに、なお念入りに
ベッドの四方はカーテンで固まれている。極端で
はあるが、当人はこれが“つくられた空間"であ
ることを認識している点で常態であろう。音楽の
支援は、この事例に限らずよく触れられるが、
ケース2においては音楽の選択肢も個性的ではあ
る。もともと「自分の部屋」が選ばれることが多
いのであるが、ケース3では、もう少しおだやか
なかたちで、慣れ親しんだ自分の‘なわばり的'
ノfー ソナルスペースの意味が強調されている。
ケース4は、まさにケース2の苛烈なメッセー
ジとは反対に、自分の部屋の安穏たる布団の価値
を称える文章でみちみちていている。その落差は
大きいがいずれも翌朝には立ち直っている点は偉
倖である。ケース 5となると、静誼なイメージの
もとで、環境を整え、時間の経過を待つ。ケース
6になると、姿勢、位置、読書、飲酒、音と、よ
り細かく対応手段を講じながら、立ち直りの機会
を意図的に探る。
ケース 7は、自由で安全な自分の部屋の役割を
たのむにとどまらず、“一人でいるのは不安"な
ので“人の声は聞いていたい"けれど“何も話し
たくない"という、他者の存在と安全な心的距離
を求めて“本屋"へと向かうところが、これまで
の事例とは異なっている点である o ケース 8で
は、同様に、“孤独ではないがひとりっきりにな
ることもできるという安心感"として図書館の意
味をとらえている。“誰かと一緒にいたいと思う
反面、誰とも関係せず一人で自由にやりたい"と
いうアンピパレンツな心情を“自分勝手な気持
ち"と吐露している。他者との関係をうまく調節
する体験に乏しく、その習熟までにはまだ時閣を
要する、青年期個有の心理といえよう。ケース 9
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でも、そうした心情が率直に表現されている。
ケース10になると、自分の家よりむしろ、他者へ
の‘っかず離れず'の「場Jとしての図書館の意
味に価値をおく言及となっている。
ケース1では、どちらかというと逃避的な参加
である「図書館」行から、もう一歩踏み出して、
遠く安全な「場Jに身をおいて他者の存在を確認
するという具体的行動を起こす。ケース12も、
“上から見下ろ"す視点をわざわざ選んで、自分
とは関係のない他者たちの状況をながめながら安
心する。ケース13は、さらに極端な形態に進ん
で、“コンクリートの固い壁"と床を“「囲むJも
の"として“しゃがんでいるぺ“私"のイメージ
がくりかえし語られる。‘症状'もここまでくる
と[対人恐怖Jのイメージといわざるを得ない。
思春期の神経症的症状として多いもののひとつに
対人恐怖があることはよく知られている。した
がって、その潜在的な可能性は否定しないが、当
人も言及しているように、“思い浮かべたイメー
ジ"の世界の出来事と解釈する方が自然であろ
つ。
ケース14に典型として述べられているように、
移動中の電車、パスなどの交通機関が「場Jとし
てあげられることがある。すぐそばにはいない
“ちらつく程度の乗客"と、窓の外の“風景の面
白さ"に加えて、乗り物の“震動"の価値が指摘
される場合が多い。川端康成の『伊豆の踊り子』
をまつまでもなく、昔から旅行は青年にとって大
切な精神的事業であった。
ケース15は、何らかの集中的、継続的な身体的
活動にその役割を求める事例に当たるであろう。
‘居ても立ってもいられない'という言いまわし
によくあらわされているように、心の緊張状態は
動き回ることで一定程度拡散させることができ
る。
ケース16のように、喧喋、賭博、風俗の世界へ
の噌好に回帰することで解消体験を述べる例もと
きおりみられる。ケース17も、‘おとな'の空間
への一歩とそこに出現する仮想的な人間関係への
実験的体験について満足感をもって述べていると
分析できるかもしれない。
ケース18は、ゆるやかな身体活動の心地よさと
ともに、空気、風などの自然の刺激によって生じ
る感覚の快適さに触れている。ケース19は、“広
くて自然のあふれでいるところ"をあげて、空、
陽、雲、風、空気、温度等々、自然要因が自己の
心的状況を改善する様を述べている。ケース20
は、自然的な環境の「場Jとしての具体的な場所
を明白に意識しているようである。以上の 3事例
では、自然の要素により癒される自分という側面
を強調していて、他人の存在には直接触れられて
いない。しかし、ケース21では、自然要因による
快適さの表出に加えて、ケース12に代表されるよ
うな“誰もいない、秘密の高い場所"の存在とい
う、欲張った希望を提案している。ケース22は、
自分の部屋の重要性を述べたあとで、自然的環境
としての海、山、それも空想の産物ではなく、地
理上具体的な場所として存在する光景について
も、バランスよく言及されている。
ケース23は、学校、自分の部屋での状況が述べ
られたあと、自宅への帰省、自宅での光景へと記
述は淡々とつづいていく。しかし、現実の時間の
進行とは反対に、記述のなかのこころの時計は
(実際に時計が象徴的にあらわれるが)過去へ過
去へと逆回りしていくのである。
全ての事例で‘対人恐怖'的な防衛的様相をあ
らわすわけではない。ケース24では、自然要因と
しての“外の景色"と同じように、心的安定要素
としての“家族"の光景がみられる。ケース25で
は、緑と自然の風景に恵まれた居心地よい“自分
の家"に、“家族であるネコ"といつもともに居
ながら引きこもり、こころは回復していく様子が
丁寧に描かれている。
ケース26では、自分の家の快適な光景と好まし
い雰囲気が肯定的に述べられ、ケース27では、
“居間"における家族聞の団襲の様が懐かしそう
に語られている。ケース28は、家族とはまたち
がった、今は直接に干渉されないかつての友人と
の語らいの楽しさに触れている。ケース29では、
語らいや田繁の場以前の、“家族の空間"、“家族
のつながり"の光景に重点がおかれている。ケー
ス30は、生育段階にまで遡って、自然景観の季節
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的な移り変わりの様子と、両親との愛情の交換の
イメージを真撃に語っている。ここで述べられて
いる心情をひとことで述べれば、「全面的信頼
感j というものであろう。
以上、長い話とはなったがその分、青年期にあ
るひとの自己制御の諸様相とそれが関わる環境的
な「場Jについて、ひとつのストーリーとして生
き生きとあらわすことができたように考える。万
が一これが成功しているとしたら、導入的エッセ
イ法に呼応したかたちで発揮された、回答者諸氏
/諸姉の潜在的な自己洞察力と表現力に依るもの
である。
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A Study on Environmental Self-regulation of Adolescence (II) 
Hirayatsu Tanaka * 
*Research and Education Center for Comprehensive Sience， Akita Prefectual University 
Comprehensive Urbαn Studies， No.70， 1999， pp.121-135 
The purpose of this study was to examine adolescents' environmental self-regulation 
process. Undergraduate from 18 to 23 years of age wrote essays about the favorite places， 
describing the situational emotional context for seeking out there. The essays were cat-
egorized using four-part classification scheme (place， context， situation， experince). And 
then， some desciptions of essays were discussed from self-intospection viewpoint. 
